
担当：竹本（研伸館）

一般選抜入試（前期日程）
数学（理系型）



＜構成と試験時間＞

・試験時間６０分

・記述式

・大問３問構成



＜数学（１）の試験範囲＞
数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

数学A（図形の性質・場合の数と確率）

数学B（数列）

数学C（ベクトル・平面上の曲線と複素数平面）



＜数学（２）の試験範囲＞
数学Ⅰ・Ⅱ

数学A（図形の性質・場合の数と確率）

数学B（数列）

数学C（ベクトル）



＜数学（１）・数学(2) 共通＞



＜数学（１）・数学(2) 共通＞

・典型的な基礎問題の理解が重要

・基本公式の確認

Ⅰは小問集合



等比数列の和の公式でもよいが・・・

→ 公比による場合分けが面倒

→ 第１式の左辺をar倍すると第２式の左辺になるのでこれを利用





対数を含む式では

→ 今回はこっち

①底の条件・・・１以外の正の数

真数条件・・・正の数

②底を統一する

＜Point＞

③logとlogを比べる形に

or

おきかえ

→ 忘れていませんか？？



＜Point＞



＜Point＞





＜数学（１）・数学(2) 共通＞

・標準問題への落とし込みが重要

・設定の理解

Ⅱは１単元からの出題



２本の縦線と

２本の横線を選べばよい！



点(1,1)を含む＝この２本は確定

←除くもの！

（答えではない）

→ 残りの直線から縦・横１本ずつ選ぶ



→ 縦と横の幅が同じ＝辺の長さに注目

１辺の長さが１ → 縦線の幅は１

① ② ③ ④

①

②

③

④

⑤

→ 横線の幅も１



＜数学（１）＞

・基礎問題から標準問題の理解が重要

・極限・微分・積分の計算力

Ⅲは数Ⅲから出題



＜数学（１）＞

→ 対称性を考える！

＜Point＞



＜数学（１）＞



＜数学（１）＞

→ 部分積分

→ 右半分の面積の２倍



＜数学（２）＞

・標準問題への落とし込みが重要

・設定の理解

Ⅲは１単元からの出題



＜数学（２）＞

→ tを2乗して作る！



＜数学（２）＞

→ tの範囲を求める

← 合成




